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社外取締役メッセージ コンプライアンス

ディライトウェイの浸透により
コンプライアンスを徹底
「経営理念」、「行動規範」、「私の約束」からなる「ディライトウェイ」を全従業員にとって最も基本的な思想として示し、
常にグループ内での浸透を図っています。
中でも「私の約束」は法令遵守を第一に、役員・従業員のコンプライアンスの基本として定めています。

懸念と疑問を提示していくことが
私の役目

私の約束
1 私は法令や規程に、違反しないことを約束します。
1 私は品質マニュアルを守り、お客さまの信頼を裏切
りません。

1 私は安全を最優先し、事故の防止に努めます。
1 私は常にお客さまと上司に、報告・連絡・相談をし
　ます。
1 私はお客さまとの契約内容を、遵守します。
1 私は環境汚染防止に、全力をつくすことを約束し
ます。
私はコンプライアンスキーパーであり続けます。

イオンディライト行動規範
1 私は常に多くの人々から支えられていることに感謝し、謙虚な気持ち
　を持ち続けます。
1 私はいかなるときも、正直で誠実な行動を貫きます。
1 私はお客さまの期待を上回るサービスを提供するために、常に自分を
磨きます。

1 私はイオンディライトの環境価値の創造に、ためらうことなく挑戦を
続けます。

1 私はイオンディライトの一員として、地域社会への奉仕につとめます。
1 私はディライトな職場環境の維持向上を目指し、ともに働く仲間を
尊重します。

| コンプライアンス研修 |
当社は、役員および当社で就業する全ての従業員を対象に年1回
の行動規範研修を実施しています。グループ各社社長・役員向け
の「役員コンプライアンス研修」や、部長・支店長向けの「幹部コン
プライアンス研修」、一般従業員向けの「一般コンプライアンス研
修」により、コンプライアンスの徹底を図っています。
また、2023年度からは、パートを含む全従業員を対象とした「月
次コンプライアンス研修」を始めました。コンプライアンスについて
さらに深く理解してもらうことが目的で、「怒りのコントロールと
ハラスメント」「勤怠データ改ざん」など、職場で実際にありがちな
コンプライアンスマターについて取り上げています。

当社の取締役会は、議論も活発で大変真面目、かつ真剣に取り
組んでいる印象です。私はいくつかの企業の取締役会に出席し
ていますが、その中でも議論の活発さは一番ではないでしょう
か。我々社外取締役が耳に痛いことを指摘したり、取り組みへの
疑念を示したりという場面もありますが、社長自らが自由な議
論を望み、そのように議論をリードするよう尽力されていると感
じています。

議事運営も適切で、予定された時間を守るようにも努力されて
います。必要な事項を積み残しなくこなす一方で、重要事項には
長時間の議論の場を設けるなど、バランスも取られています。議
案を整理した上で、取締役会で議論すべきこと、すべきでないこ
とが適切に峻別できている成果だと感じています。また、事前の
ブリーフィングや、経営会議などとの連携・情報提供も適切に行
われるなど、事務局の技能も上がってきました。以前は議論に必
要な資料の提出が遅いこともありましたが、この6年間でかなり
改善された印象です。

こうした状況にあるので、取締役会で議論されるべきことは、適
切に議論されていると思います。しかし、それが経営課題を実際
に解決しているかどうかはまた別の話です。公平・公正で客観的
な立場からそこに常に懸念と疑問を提示していくことが、社外
取締役としての私の役目だと思っています。

例えば、経営方針が現場に正確に伝わらずきちんと執行されてい
ないことが時折見受けられます。そういうことが増えれば、経営と
現場の距離がだんだん離れてしまいますので、気付いた時には

| 従業員・お取引先さまからの通報制度 |
当社は内部通報窓口「イオンディライト行動規範110番」を設け、
従業員からの日常業務で発生した問題の相談などを受け付けて
います。中立的な立場の弁護士に窓口業務を委託しており、企業
倫理に反する問題で上司には相談できない場合であれば、自己の
関与に関わらず相談できます。
また、お取引先さまとの公正な取引を実現するための「お取引先
さまホットライン」も、2021年4月より設けました。当社グループ
各社との取引における法令違反や個人、企業の権利を害する行
為、優越的な地位の濫用といった事案があった場合、電話、FAX、
Eメールで通報できます。通報者の情報は秘匿され、取引に不利益
が及ぶことはありません。

イオンディライト行動規範110番
お取引先さまホットライン

電話： 0120-10-2322 ／ FAX： 06-6365-5432 
e-mail：info@kansaichuo.com

2022年度の
内部通報件数

214件

国内
イオンディライト行動規範110番（弁護士受付）・
イオンコンプライアンスホットライン（社内／社外
担当者・弁護士事務所受付の3箇所）

中国
イオンディライト行動規範110番（社外）・イオン
コンプライアンスホットライン（社内担当者・弁護士
事務所受付の2箇所）

アセアン
イオンディライト行動規範110番（社外）・イオンコ
ンプライアンスホットライン（社内担当者・弁護士
事務所受付の2箇所）

月次コンプライアンス研修で実際に使われた資料

行動規範研修（幹部・一般社員）参加人数（単体）
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取締役会で懸念を伝えてきました。一方で、取締役が余計な注
文をして執行の妨げにならない、現場を混乱させるような発言
はしないようにもしています。

社外取締役（独立役員）
評価諮問委員会 委員長
特別委員会 委員長

本保 芳明

| 取締役会のガバナンス |

当社は施設管理の国内最大手ですが、現時点では飛び抜けた位置
にはありません。できれば今後、ファシリティマネジメントといえば
イオンディライト、という存在になって欲しい。グローバルトップ
10、アジアNo.1という「イオンディライト ビジョン2025」の目標
を達成するためにも、避けては通れないことです。そのためには、
もっと会社全体に一体感が必要ではないでしょうか。

当社の従業員を見ていると、社会で果たす自分たちの役割を設
備管理、清掃といった事業の枠だけで捉えているように感じて
います。当社が掲げる「安全・安心」「人手不足」「環境」という成
長戦略のイメージが充分浸透していないのではないか、とも思
えます。イメージが浸透すれば、会社の課題解決が従業員自身の
自己実現にもつながり、プライドや責任感もさらに高まります。
大事なのは、そういうことを互いに話せるような雰囲気や企業
文化をどう作っていくか、そのための仕組みをどう組み立てる
かです。従業員教育をどうするか、組織はどうあるべきか、マネ
ジメントはどうあるべきかなど、実際には色々な要素が絡み難
しいところもありますが、私も社外取締役として努力し、会社と
従業員が一体感を持って目指す方向へともに歩んでいけるよう
な企業文化づくりに貢献できればと思います。

| 会社全体での一体感が今後のカギ |

※マレー語、ベトナム語、クメール語、インドネシア語に対応




